
9 月 14 日（土） 

わたしの近くで生きることで、わたしをあがめる―これは本

来、わたしが、その鼻にいのちの息を吹き入れた人間を創造

したときに計画したことだ。 

これは、わたしのあなたへの願い―わたしのそばを離れずに

いのちの道を歩むこと。一日一日がその旅路の重要な要素な

のだ。 

あなたはこの世界では動きがとれず、何もかもうまくいかな

い、と思うことがあるかもしれない。 

あなたの信仰の旅はそれとはまったく異なり、あなたを危険

が潜む険しい冒険の道に連れていく。 

だからこそ、わたしの光の中を歩むことが、あなたをつまず

かせないためには絶対に欠かせない。 

ずっとわたしのそばにいることで、あなたは自分自身を生き

た供え物としてささげる。ありふれた日課でさえ、わたしの

喜ぶ、清く霊的な礼拝にすることができるのだ。 
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【新改訳 2017】 



創世記 2:7  

神である【主】は、その大地のちりで人を形造り、その鼻に

いのちの息を吹き込まれた。それで人は生きるものとなった。 

詩篇 89:15 

幸いなことよ喜びの叫びを知る民は。【主】よ彼らはあなた

の御顔の光の中を歩みます。 

ローマ 12:1  

ですから、兄弟たち、私は神のあわれみによって、あなたが

たに勧めます。あなたがたのからだを、神に喜ばれる、聖な

る生きたささげ物として献げなさい。それこそ、あなたがた

にふさわしい礼拝です。 

ローマ 12:2  

この世と調子を合わせてはいけません。むしろ、心を新たに

することで、自分を変えていただきなさい。そうすれば、神

のみこころは何か、すなわち、何が良いことで、神に喜ばれ、

完全であるのかを見分けるようになります。 

 

 


